
春
を
待
つ
北
秋
田
市

〜
森
吉
山
頂
か
ら
北
西
方
向
を
望
む
〜

　
厳
し
い
天
候
が
続
い
た
こ
の
冬
も
２
月
下
旬
に
は
一
段
落
し
、森
吉
山
頂（
標
高
１
４
５
４
ｍ
）か

ら
も
白
神
山
地
や
鷹
巣
盆
地
、そ
し
て
大
野
台
一
帯
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。標
高
１
１
６
７
ｍ

ま
で
は
阿
仁
の
ゴ
ン
ド
ラ
で
登
り
、そ
こ
か
ら
徒
歩
90
分
ほ
ど
で
山
頂
に
到
着
し
ま
す
。３
６
０
度
見

渡
せ
る
山
頂
の
絶
景
は
、近
づ
く
春
と
、豊
か
な
北
秋
田
市
の
風
土
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

［No.24］広報

2006年

［１日.16日　月２回発行］�

3
16
3
16

※今季の阿仁のゴンドラ運行は２月26日で終了しました。
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《２月定例議会》

行政報告行政報告行政報告
【
商
工
観
光
課
】�

　
市
内
中
小
企
業
者
の
金
融
対
策

と
し
て
の
中
小
企
業
振
興
資
金
（
マ

ル
き
融
資
）
の
利
用
状
況
は
、
12

月
末
現
在
で
35
件
、
１
億
６
９
１

６
万
円
。
商
業
活
性
化
総
合
支
援

事
業
（
空
き
店
舗
等
利
活
用
事
業
）

は
、
12
月
末
ま
で
に
４
件
が
事
業

承
認
を
受
け
、
前
年
度
か
ら
の
継

続
分
も
含
め
て
14
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。�

　
地
域
商
工
業
振
興
と
商
工
会
の

合
併
気
運
の
醸
成
な
ど
を
狙
い
と

し
た
北
秋
田
市
内
３
商
工
会
（
鷹

巣
町
、
阿
仁
森
吉
、
合
川
町
）
合

同
の
年
末
年
始
大
売
出
し
が
、
２

１
６
店
の
加
盟
で
12
月
９
日
か
ら

１
月
15
日
ま
で
の
38
日
間
実
施
さ

れ
、
期
間
中
の
総
売
上
は
８
億
４

２
６
５
万
円
と
な
り
、
目
標
額
の

７
億
円
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。�

【
農
林
課
】�

　
平
成
18
年
産
米
の
生
産
目
標
数

量
は
、
昨
年
よ
り
22
ｔ
増
（
０
・

11
％
）
の
１
万
９
９
２
９
ｔ
が
配

分
さ
れ
ま
し
た
。
１
月
10
日
に
開

催
さ
れ
た
北
秋
田
市
米
政
策
推
進

協
議
会
の
協
議
を
経
て
、
旧
町
を

単
位
と
し
た
水
稲
共
済
単
収
を
用

い
て
、
農
家
の
方
々
に
生
産
目
標

数
量
と
作
付
目
標
面
積
を
通
知
す

る
こ
と
に
し
て
お
り
、
１
月
27
日

か
ら
の
集
落
座
談
会
で
協
力
を
お�

願
い
し
て
い
ま
す
。�

　
豪
雪
に
よ
る
農
業
関
係
施
設
の

被
害
状
況
（
１
月
25
日
現
在
）
は
、

比
内
地
鶏
の
飼
育
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

の
倒
壊
12
棟
、
そ
れ
に
伴
う
鶏
の

圧
死
等
が
１
０
１
０
羽
、
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
・
ツ
ボ
ミ
菜
等
の
栽
培
用

ハ
ウ
ス
倒
壊
26
棟
、
農
機
具
等
格

納
ハ
ウ
ス
倒
壊
16
棟
、
堆
肥
舎
等

の
建
物
損
壊
が
６
棟
で
被
害
見
込

額
は
、
４
１
３
３
万
４
千
円
で
、

雪
消
え
後
に
判
明
す
る
果
樹
被
害

等
と
合
わ
せ
る
と
さ
ら
に
被
害
の

拡
大
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
対
策
を
協
議
し
ま
す
。�

【
都
市
計
画
課
】�

　
北
秋
田
市
民
病
院
（
仮
称
）
の

都
市
計
画
の
決
定
は
、
市
都
市
計

画
審
議
会
の
審
議
を
経
て
、
12
月

28
日
に
知
事
の
同
意
を
得
た
こ
と

か
ら
、
１
月
13
日
に
告
示
し
ま
し

た
。
ま
た
、
建
設
予
定
地
を
除
外

す
る
北
欧
の
杜
公
園
の
都
市
計
画

の
変
更
（
秋
田
県
決
定
）
は
、
同

じ
く
１
月
13
日
付
け
で
決
定
さ
れ

て
い
ま
す
。�

　
都
市
計
画
道
路
太
田
川
口
線
の

幅
員
を
18
ｍ
か
ら
16
ｍ
に
変
更
す

る
都
市
計
画
（
秋
田
県
決
定
）
は
、

１
月
30
日
開
催
の
市
都
市
計
画
審

議
会
の
答
申
等
を
踏
ま
え
、
知
事

に
対
し
て
変
更
す
る
こ
と
に
異
存

な
い
旨
を
具
申
し
て
い
ま
す
。�

　
都
市
計
画
街
路
事
業
・
太
田
川

口
線
の
元
町
工
区(

市
施
工
区
間)

は
、
路
線
測
量･

道
路
設
計
等
が

順
調
に
進
捗
し
、
３
月
以
降
関
係

者
に
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。�

　
市
営
住
宅
上
杉
駅
前
団
地
整
備

事
業
は
、
地
元
設
計
事
務
所
を
対

象
と
し
た
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
り
選
考
し
12
月
下
旬
に
設
計
業

務
委
託
契
約
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

本
工
事
に
あ
っ
て
は
、
国
か
ら
の

交
付
金
決
定
通
知
の
遅
れ
か
ら
年

度
内
の
完
成
が
困
難
と
な
っ
た
の

で
、
予
算
を
繰
越
し
、
雪
解
け
を

待
っ
て
着
手
し
７
月
上
旬
の
完
成

を
目
指
し
ま
す
。�

【
道
路
河
川
課
】

　
工
事
関
係
は
、
道
路
改
良
工
事

２
件
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

工
事
の
現
年
災
４
箇
所
、
過
年
災

６
箇
所
を
発
注
し
ま
し
た
。�

　
除
雪
関
係
は
、
22
箇
所
指
定
し

た
雪
捨
て
場
所
も
連
日
の
除
排
雪

に
よ
っ
て
満
杯
の
状
態
で
、
関
係

機
関
と
協
議
の
う
え
、
鷹
巣
地
区

３
箇
所
、
合
川
地
区
、
森
吉
地
区

各
１
箇
所
を
追
加
指
定
し
ま
し
た
。�

除
雪
経
費
は
、
１
月
の
臨
時
議
会

で
追
加
補
正
し
た
も
の
の
、
１
月

29
日
現
在
で
２
億
９
千
万
円
を
超

え
、
２
月
、
３
月
の
降
雪
状
況
に

よ
っ
て
は
さ
ら
に
追
加
を
必
要
と

す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
市

民
生
活
の
安
定
の
た
め
道
路
交
通

確
保
に
努
め
ま
す
。�

【
下
水
道
課
】�

　
公
共
下
水
道
事
業
の
合
川
処
理

区
は
、
川
井
地
区
及
び
合
川
駅
前

地
区
の
一
部
に
つ
い
て
、
10
月
15

日
に
引
き
続
き
12
月
15
日
に
供
用

開
始
区
域
を
拡
大
し
、
面
積
は
合

計
で
約
83�
ha
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

【
水
道
課
】�

　
上
水
道
事
業
は
、
小
中
岱
地
区

の
施
工
に
伴
い
、
配
水
管
２
１
５

ｍ
を
整
備
し
て
い
ま
す
。�

　
簡
易
水
道
事
業
は
、
統
合
簡
易

水
道
整
備
事
業
の
木
戸
石
・
八
幡

岱
工
区
が
完
成
し
、
配
水
管
７
９

３
ｍ
を
整
備
し
て
い
ま
す
。�

雪の重みで全壊したパイプハウス
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平
成
17
年
中
の
火
災
概
要
は
、

発
生
が
20
件
で
そ
の
内
訳
は
建
物

火
災
が
13
件
、
林
野
火
災
が
３
件
、

車
両
火
災
が
２
件
、
そ
の
他
火
災

が
２
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
建
物

火
災
で
は
15
棟
が
焼
損
、
そ
の
う

ち
住
宅
の
全
焼
が
４
棟
と
な
っ
て

い
ま
す
。
損
害
額
は
２
９
０
８
万

４
千
円
、
死
者
１
人
、
負
傷
者
３

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
救
急
救
助
概
要
は
、
救
急
出
場

件
数
は
１
２
８
６
件
で
、
急
病
８

３
１
件
、
一
般
負
傷
１
５
７
件
、

転
院
搬
送
１
２
８
件
、
交
通
事
故

１
２
１
件
な
ど
。
救
助
出
場
は
47

件
で
15
人
を
救
助
し
て
い
ま
す
。�

　
捜
索
出
動
状
況
は
、
12
件
発
生

し
４
人
が
生
存
発
見
、
自
力
下
山

が
２
人
、
死
亡
発
見
が
５
人
、
未

発
見
が
２
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

�

【
総
務
課
】�

　
冬
ま
と
び
の
里
子
ど
も
自
然
村

が
12
月
25
〜
29
日
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
児
童
は
神
奈

川
県
を
は
じ
め
１
都
５
県
か
ら
の

34
人
で
、
ス
キ
ー
や
か
ま
く
ら
づ

く
り
、
農
家
体
験
で
は
キ
リ
タ
ン

ポ
鍋
に
挑
戦
し
、
都
会
で
は
で
き

な
い
体
験
を
し
ま
し
た
。�

【
義
務
教
育
課
】

　
第
49
回
秋
田
県
中
学
校
ス
キ
ー

競
技
大
会
の
女
子
リ
レ
ー
競
技
で

は
、
合
川
中
学
校
チ
ー
ム
が
優
勝
、

阿
仁
中
学
校
チ
ー
ム
が
準
優
勝
し

ま
し
た
。
個
人
で
は
、
近
藤
大
仁

君
（
鷹
巣
南
中
３
年
）
、
御
処
野

光
沙
さ
ん
（
合
川
中
３
年
）
が
２

冠
を
達
成
し
た
ほ
か
、
市
内
の
多�

数
の
選
手
が
各
種
目
で
入
賞
し
ま

し
た
。�

　
山
形
県
米
沢
市
で
開
催
さ
れ
た�

第
42
回
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
競
技

大
会
（
１
月
25
〜
27
日
）
で
は
、

個
人
種
目
の
女
子
３
キ
ロ
フ
リ
ー

及
び
ク
ラ
シ
カ
ル
で
御
処
野
光
沙

さ
ん
が
優
勝
、
同
ク
ラ
シ
カ
ル
に

お
い
て
高
堰
美
里
さ
ん
（
阿
仁
中

２
年
）
が
準
優
勝
、
近
藤
大
仁
君

が
男
子
５
キ
ロ
フ
リ
ー
準
優
勝
、

同
ク
ラ
シ
カ
ル
で
も
３
位
と
大
健

闘
し
た
ほ
か
、
市
内
中
学
校
の
選

手
の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。
ま

た
、
女
子
リ
レ
ー
で
は
合
川
中
学

校
が
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。�

　
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
競
技
大
会

（
２
月
５
〜
８
日
、
新
潟
県
妙
高�

市
）
に
お
い
て
も
、
女
子
３
キ
ロ

ク
ラ
シ
カ
ル
で
の
御
処
野
光
沙
さ

ん
の
準
優
勝
を
は
じ
め
、
市
内
の

選
手
が
上
位
入
賞
を
果
た
し
て
い�

ま
す
。�

　
平
成
17
年
度
市
立
小
・
中
学
校�

及
び
幼
稚
園
の
卒
業
（
園
）
予
定

者
は
、
小
学
校
３
３
７
人
、
中
学

校
３
４
７
人
、
幼
稚
園
23
人
で
、

将
来
へ
の
大
き
な
期
待
を
胸
に
、

思
い
出
に
満
ち
た
学
舎
を
巣
立
っ

て
い
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
平
成
18
年
度
入
学
（
園
）

予
定
者
は
、
小
学
校
２
８
１
人
、

中
学
校
３
２
６
人
、
幼
稚
園
10
人

で
、
希
望
に
満
ち
た
入
学
（
園
）

を
迎
え
ま
す
。�

【
高
校
教
育
課
】�

　
冬
休
み
中
に
介
護
福
祉
科
３
年

生
は
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
対
策

の
た
め
、
補
習
授
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
部
活
動
で
も
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

部
・
柔
道
部
が
全
県
大
会
等
で
上

位
入
賞
し
、
東
北
大
会
・
全
国
大

会
に
出
場
い
た
し
ま
す
。�

  
平
成
18
年
度
高
等
学
校
入
学
者

選
抜
の
日
程
は
、
前
期
選
抜
の
面

接
日
が
２
月
２
日
、
一
般
選
抜
の

学
力
検
査
及
び
面
接
日
が
３
月
７�

日
、
後
期
選
抜
の
面
接
日
が
３
月

22
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

【
生
涯
学
習
課
】

　
１
月
21
日
、
北
秋
田
市
縄
文
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
、
我
が
国
の
代
表
的
な
環
状

列
石
と
し
て
、
北
海
道
森
町
の
「
鷲

ノ
木
５
遺
跡
」
、
青
森
市
の
「
小

牧
野
遺
跡
」
、
平
川
市
（
青
森
県

旧
平
賀
町
）
の
「
太
師
森
遺
跡
」
、

鹿
角
市
の
「
大
湯
環
状
列
石
」
、�

当
市
か
ら
は
「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
」

と
森
吉
山
ダ
ム
関
連
の
遺
跡
群
の

発
掘
調
査
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
講
演
と
し
て
伊
勢
堂

岱
遺
跡
調
査
指
導
委
員
会
の
委
員

長
で
も
あ
り
縄
文
文
化
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
る
國
學
院
大
學
の
小

林
達
雄
教
授
に
よ
る
『
人
間
の
中

の
環
状
列
石
』
と
題
し
た
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。�

【
公
民
館
】

　
平
成
17
年
度
の
公
民
館
定
期
講

座
は
12
館
で
47
講
座
を
開
講
し
、

延
べ
７
９
６
人
の
市
民
が
受
講
し

て
い
ま
す
。
大
部
分
の
定
期
講
座

は
終
了
し
ま
し
た
が
、
鷹
巣
地
区

で
は
３
月
に
地
区
公
民
館
と
合
同

の
「
閉
講
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
、

今
年
度
の
学
習
の
成
果
や
体
験
を

発
表
す
る
予
定
で
す
。�

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
】�

　
旧
４
町
で
計
画
さ
れ
て
い
た
ス

キ
ー
大
会
が
、
各
地
区
で
次
の
よ

う
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
▽
阿
仁

会
場
　
１
月
８
日
　
第
58
回
大
館
・

北
秋
田
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
▽
森

吉
会
場
　
１
月
29
日
　
第
41
回
郡

市
小
学
校
ス
キ
ー
大
会
▽
鷹
巣
会

場
　
２
月
５
日
　
第
44
回
鷹
巣
地

区
ス
キ
ー
大
会
▽
阿
仁
会
場
　
２

月
12
日
　
阿
仁
部
学
童
ス
キ
ー
大

会
、
い
ず
れ
の
大
会
も
地
域
性
豊

か
な
特
色
の
あ
る
大
会
で
あ
り
、

大
勢
の
選
手
と
観
衆
を
迎
え
無
事

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
今
年
度
の
最
後
に
実
施

さ
れ
る
合
川
会
場
の
県
民
歩
く
ス

キ
ー
大
会
が
２
月
26
日
、
北
欧
の

杜
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

【
国
体
準
備
室
】�

　
秋
田
わ
か
杉
国
体
開
催
に
向
け

て
、
選
手
役
員
宿
舎
確
保
の
た
め

営
業
宿
舎
施
設
実
態
調
査
を
12
月

19
日
か
ら
21
日
ま
で
の
３
日
間
、

北
秋
田
市
内
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
等

を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。�

　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
の
運
営
、

民
泊
等
の
業
務
内
容
を
、
多
く
の

関
係
者
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

岡
山
国
体
視
察
報
告
会
を
12
月
22

日
に
阿
仁
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。�

　
各
競
技
別
実
行
委
員
会
は
、
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
実
行
委
員
会
が

12
月
26
日
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

実
行
委
員
会
が
12
月
27
日
、
山
岳

競
技
実
行
委
員
会
が
12
月
28
日
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
実
行
委
員
会

が
１
月
18
日
に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し

て
い
ま
す
。
各
競
技
実
行
委
員
会

に
は
、
専
門
委
員
会
を
設
置
し
細

部
に
わ
た
る
協
議
を
行
う
と
と
も

に
、
実
施
本
部
の
立
ち
上
げ
に
向

け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
　
　�

　
競
技
役
員
研
修
は
、
山
岳
競
技

第
２
回
国
体
運
営
研
修
会
が
１
月

22
日
、
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
関
係

役
員
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。�
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９
世
紀
後
半
か
ら
10
世
紀
初
め
の
家
屋
と
み
ら

れ
、
同
時
期
の
十
和
田
火
山
の
噴
火
に
よ
る
土

石
流
で
埋
没
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
１
９
６

７
年
か
ら
３
年
間
の
発
掘
調
査
で
、
４
棟
の
建

物
跡
や
、「
寺
」
と
読
め
る
墨
書
土
器
片
な
ど
が

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。�

���

　
ま
た
昨
年
３
月
、
文
化
遺
産
の
総
合
的
な
研

究
を
行
っ
て
い
る
独
立
行
政
法
人
奈
良
文
化
財

研
究
所
の
調
査
・
研
究
に
よ
っ
て
、
37
年
ぶ
り

に
出
土
し
た
木
簡
の
文
字
の
解
読
に
成
功
、
人

物
な
ど
の
記
録
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
が
新

聞
等
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
覚
え
て
い

る
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。�

　
木
簡
は
、専
門
の
研
究
機
関
で
赤
外
線
テ
レ
ビ�

���

　
こ
の
講
演
会
は
、
胡
桃
館
遺
跡
の
木
簡
に
書

か
れ
た
文
字
な
ど
の
最
新
の
研
究
成
果
を
紹
介

し
、
地
元
の
歴
史
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
多
く
の
歴
史
フ
ァ
ン
が

耳
を
傾
け
ま
し
た
。
講
師
は
古
代
史
を
専
門
と

す
る
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・
払
田
柵

跡
（
ほ
っ
た
の
さ
く
あ
と
）
調
査
事
務
所
の
高

橋
学
・
主
任
学
芸
主
事
。
高
橋
講
師
は
、
専
門

の
古
代
史
を
は
じ
め
、
中
世
史
な
ど
秋
田
県
の

歴
史
を
幅
広
く
研
究
さ
れ
、
胡
桃
館
遺
跡
の
木

簡
に
つ
い
て
も
論
文
を
執
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
胡
桃
館
遺
跡
は
、
昭
和
38
年
に
現
在
の
鷹
巣

中
学
校
の
野
球
グ
ラ
ン
ド
整
備
中
に
発
見
さ
れ

た
、今
か
ら
千
年
前（
平
安
時
代
）の
遺
跡
で
す
。

�

■
胡
桃
館
遺
跡
と
は
？�

　
胡
桃
館
遺
跡
は
、
現
在
の
鷹
巣
中
学
校
の
グ
ラ
ン

ド
整
備
中
に
発
見
さ
れ
た
、
今
か
ら
千
年
前
（
平
安

時
代
）
の
遺
跡
で
す
。
１
９
６
７
年
か
ら
３
年
間
に

わ
た
り
秋
田
県
教
育
委
員
会
と
当
時
の
鷹
巣
町
教
育

委
員
会
に
よ
っ
て
発
掘
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
時
の

発
見
を
憶
え
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
平

安
時
代
の
建
物
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
出
土
し
た
こ
と

で
有
名
に
な
り
ま
し
た
。�

�

■
な
ぜ
残
っ
た
の
か
？�

　
普
通
、
建
物
の
柱
や
板
な
ど
の
木
材
は
地
中
に
埋

ま
っ
て
い
る
と
腐
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
な
ぜ
当
時
の

建
物
が
残
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
そ
の
理
由

は
十
和
田
火
山
の
噴
火
に
あ
り
ま
す
。
現
在
の
十
和

田
湖
は
約
千
年
前
（
一
説
に
よ
る
と
９
１
５
年
）
に

噴
火
し
ま
し
た
。
そ
の
噴
火
の
規
模
は
有
史
以
来
の

日
本
最
大
級
の
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
北
秋
田
市
に
は
火
山
灰
は
あ
ま
り
降
ら
な
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
大
量
の
土
石
流
（
シ
ラ
ス
洪
水
）
が

胡
桃
館
埋
没
家
屋
は
寺
院
と
し
て
使
わ
れ
た
？�

講
演
会
「
北
秋
田
市
の
古
代
〜
胡
桃
館
遺
跡
の
木
簡
か
ら
わ
か
る
こ
と
」�
古
代
史
の
ミ
ス
テ
リ
ー
を
探
る�

新
た
な
発
見
か
ら
推
測�

　
市
内
に
は
、
石
器
時
代
か
ら
中
世
に
い
た
る
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
２
６

０
ヵ
所
の
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
か
ら
37
年
前
の
昭
和
38
年

に
発
掘
さ
れ
た
胡
桃
館
遺
跡
（
平
安
時
代
）
は
、
研
究
機
器
な
ど
の
進
歩

に
よ
っ
て
遺
物
の
研
究
が
進
み
、
新
た
な
発
見
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
２
月
25
日
、
遺
跡
に
関
す
る
発
見
と
研
究
成
果
を
紹
介
す
る
講
演
会
が

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
そ
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

講師：高橋学氏�

　秋田県埋蔵文化財センター・払田�

柵跡調査事務所主任学芸主事。古代�

史をはじめ秋田県の歴史を広く研究�

されている。�

▲
�

平
安
時
代
の
建
物
の
遺
材
が
現
在
ま
で
保

存
さ
れ
て
い
る
全
国
で
も
ま
れ
な
遺
跡�

千
年
前
の
十
和
田
火
山
の
噴
火
に
よ

る
土
石
流
で
埋
没
し
た
胡
桃
館
遺
跡�

昨
年
３
月
、専
門
機
関
に
よ
っ
て
37
年

ぶ
り
に
木
簡
の
文
字
の
解
読
に
成
功�

特集：市の歴史紹介�

▲多くの歴史ファンが詰めかけた講演会

く
る
み
だ
て
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そ
し
て
、「
埋
も
れ
た
遺
材
の
観
音
開
き
の
扉

に
書
か
れ
て
い
た
墨
書
が
３
日
間
に
わ
た
る
経

典
読
誦
の
記
録
で
あ
る
こ
と
や
、『
寺
』
と
書
か

れ
た
墨
書
土
器
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
建
物

は
寺
院
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、

こ
の
遺
跡
全
体
を
理
解
す
る
上
で
も
重
要
な
意

味
を
も
つ
」
と
、
10
世
紀
初
頭
に
は
こ
の
地
方

に
も
仏
教
が
浸
透
し
、
法
会
（
ほ
う
え
＝
僧
俗

を
集
め
て
仏
の
教
え
を
説
き
聞
か
せ
る
会
合
）

が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
新
事
実
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。�

　
胡
桃
館
遺
跡
の
埋
没
家
屋
は
、
こ
れ
ま
で
豪

族
の
屋
敷
、
あ
る
い
は
役
所
と
し
て
使
わ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
た
だ
け
に
、「
寺

院
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
」
と

の
解
釈
を
聴
き
、
参
加
者
は
、
胡
桃
館
遺
跡
の

謎
と
地
方
史
の
奥
深
さ
に
さ
ら
に
関
心
を
高
め

て
い
た
様
子
で
し
た
。�

カ
メ
ラ
な
ど
を
使
い
解
析
し
た
結
果
、「
物
名
張
」

「
米
一
升
」な
ど
の
文
字
が
判
読
で
き
、米
を
支
給

し
た
際
の
数
量
や
、支
給
を
受
け
た
人
物
の
名
前

を
記
し
た
帳
簿
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 �

���
　
こ
の
よ
う
な
調
査
結
果
な
ど
を
も
と
に
高
橋

氏
は
、「
北
秋
田
市
に
は
、
国
指
定
史
跡
に
な
っ

た
伊
勢
堂
岱
遺
跡
ば
か
り
で
な
く
重
要
な
遺
跡

が
い
く
つ
も
あ
る
。
胡
桃
館
遺
跡
も
そ
の
一
つ
。

十
和
田
火
山
の
大
噴
火
に
よ
る
土
石
流
で
埋
も

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、
噴

火
が
何
時
起
き
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
は
っ
き
り

は
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
平
安
時

代
に
書
か
れ
た
比
叡
山
延
暦
寺
の
僧
侶
の
記
録

『
扶
桑
略
記
』
に
記
さ
れ
た
気
象
現
象
の
記
録

な
ど
か
ら
、
延
喜
15
年
（
西
暦
９
１
５
年
）
７

月
５
日
（
現
在
の
こ
よ
み
に
直
す
と
８
月
18
日
）

と
考
え
る
の
が
妥
当
」
と
、
大
噴
火
の
時
期
を

紹
介
、
歴
史
の
ロ
マ
ン
を
か
き
た
て
ま
す
。�

米
代
川
を
流
れ
、
流
域
の
村
々
を
飲
み
込
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。
火
山
灰
を
含
ん
だ
土
に
埋
も
れ
た
こ
と

で
腐
ら
ず
に
残
っ
た
よ
う
で
す
。
よ
っ
ぽ
ど
被
害
が

大
き
か
っ
た
の
か
、
そ
の
様
子
は
「
八
郎
太
郎
伝
説
」

と
し
て
現
在
ま
で
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。�

�

■
ど
ん
な
人
が
住
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う�

　
平
安
時
代
、
こ
の
地
域
の
人
々
は
『
蝦
夷
（
え
み

し
）
』
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
天
皇
の
支
配
が
及
ん
で

い
な
い
土
地
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
地
域
に
、
胡
桃

館
の
よ
う
な
高
度
な
建
築
技
術
で
建
物
が
み
つ
か
っ

た
り
、
遺
跡
か
ら
は
「
寺
」
と
読
め
る
文
字
を
書
い

た
土
器
や
、
お
経
を
読
ん
だ
と
い
う
記
録
の
落
書
き

が
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
か
ら
も
こ
の

地
域
を
治
め
る
よ
う
な
人
物
が
住
ん
で
い
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。�

（
市
教
育
委
員
会
主
任
学
芸
員
・
榎
本
剛
治
）�

�

　胡桃館遺跡の
復元想像図（奈
良国立文化財研
究所の研究者に
よるもの）

▲

▲出土した木簡の一部。書かれた文
字から米の支給帳簿ではないかと推
測されている。（赤外線デジタル写真）

▲出土した埋没家屋の遺材の一部。保
存状態がよく、その後の文字発見にも
つながった。（市文化会館資料展示室）

▲講演で紹介された発掘当時の写真（実物は
カラー）。板壁を井桁に組んだ校倉（あぜくら）
造りになっているようすがよくわかる。

古
文
書
の
気
象
現
象
の
記
録
か
ら
推

測
す
る
十
和
田
火
山
の
噴
火
時
期�

寺
院
と
し
て
使
わ
れ
た
可
能
性
も
。
10

世
紀
初
頭
に
は
す
で
に
仏
教
が
浸
透
？�

米
　
一
　
升�

・
・
・
　
五
　
合
　
　

玉
　
作
　
麻
　
呂�

月
　
　
□
　
　
□
　
　
出
　
　
物
　
　
名
　
　
張�

〔
料
？
〕

〔
給
？
〕
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３
月
３
日
は
「
ひ
な
祭
り
」
。
市
内
の
幼
稚
園
や

保
育
園
で
も
、
ひ
な
人
形
を
飾
り
「
桃
の
節
句
」
を

祝
い
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
坊
沢
に
あ
る
鷹
巣
西
幼

稚
園
で
は
、
表
千
家
・
小
坂
キ
ヌ
ヱ
社
中
の
協
力
を

得
て
「
ひ
な
祭
り
お
茶
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
園
の
ホ
ー
ル
に
は
、
ひ
な
人
形
が
飾
ら
れ
、
華
や

い
だ
雰
囲
気
の
中
、
園
児
た
ち
が
き
ち
ん
と
正
座
で

ご
あ
い
さ
つ
。
小
坂
社
中
の
皆
さ
ん
が
、
和
菓
子
と

釜
の
湯
か
ら
点
て
た
抹
茶
を
振
る
舞
う
と
、
大
き
な

茶
碗
を
小
さ
な
手
に
持
ち
「
先
生
、
こ
の
お
茶
お
い

し
い
よ
」
「
お
菓
子
も
か
わ
い
く
て
お
い
し
い
ね
」

な
ど
と
、
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。�

　
最
後
に
は
「
う
れ
し
い
ひ
な
祭
り
」
を
合
唱
し
、

お
茶
の
先
生
た
ち
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。�

ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
向
け
、
大
同
団
結

北
秋
田
市
体
育
協
会
が
発
足

　
財
団
法
人
北
秋
田
市
体
育
協
会
の
合
併
調
印
式
と

祝
賀
会
が
３
月
４
日
、
ホ
テ
ル
松
鶴
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。�

　
旧
４
町
の
体
育
協
会
が
合
併
に
向
け
て
設
立
準
備

会
を
立
ち
上
げ
、
活
動
を
展
開
。
こ
の
日
は
、
旧
体

育
協
会
の
４
会
長
に
よ
る
合
併
調
印
が
行
わ
れ
、
競

技
別
の
新
体
協
会
旗
29
本
が
入
場
し
、
出
席
者
の
拍

手
で
迎
え
ら
れ
な
が
ら
ス
テ
ー
ジ
に
並
び
ま
し
た
。�

　
並
ん
だ
体
協
旗
を
バ
ッ
ク
に
初
代
会
長
に
就
任
し

た
北
林
照
助
氏
が
「
広
域
行
政
の
時
代
を
迎
え
、
大

同
団
結
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
向
け
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。
新
市
体
協
の
発
足
を
祝
う
と
と

も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
向
け
、
一
丸
と
な
っ
て

運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。�

抹
茶
と
お
菓
子
を
楽
し
ん
だ
「
桃
の
節
句
」

鷹
巣
西
幼
稚
園
「
ひ
な
祭
り
お
茶
会
」

北
欧
の
杜
で
さ
わ
や
か
な
汗

　
第
26
回
県
民
歩
く
ス
キ
ー
の
つ
ど
い
が
２
月
26
日
、

県
立
北
欧
の
杜
公
園
で
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
約

３
７
０
人
の
選
手
が
参
加
、
幼
児
か
ら
80
代
ま
で
幅

広
い
年
齢
層
の
方
が
歩
く
ス
キ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。�

　
こ
の
大
会
は
当
初
、
県
が
主
催
で
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
そ
の
後
、
旧
合
川
町
が
引
き
継
ぎ
、
今
回
か

ら
市
主
催
で
開
か
れ
た
も
の
で
す
。�

　
コ
ー
ス
は
１
㎞
、
３
㎞
、
５
㎞
、
８
㎞
が
用
意
さ

れ
、
選
手
は
自
分
の
体
力
に
あ
っ
た
距
離
を
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
滑
り
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
の
後
は
、

地
元
桃
栄
集
落
の
皆
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
豚
汁
が

ふ
る
ま
わ
れ
た
り
、
合
川
特
産
の
比
内
地
鶏
の
キ
リ

タ
ン
ポ
セ
ッ
ト
や
お
酒
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
も
開

か
れ
、
参
加
者
は
北
欧
の
杜
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。�

第
26
回
県
民
歩
く
ス
キ
ー
の
つ
ど
い

小坂社中の協力により８年前から続いている

お茶会で見事なお点前を披露する園児たち

自然を満喫し、歩くスキーを楽しむ参加者

旧体育協会の会長による合併調印
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創
造
性
に
あ
ふ
れ
る
意
欲
作
が
一
堂
に

　
市
芸
術
文
化
協
会
（
藤
嶋
ま
さ
と
会
長
）
主
催
に

よ
る
第
１
回
北
秋
田
市
美
術
展
覧
会
が
３
月
３
日
か

ら
５
日
ま
で
、
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
展
覧
会
は
、
旧
鷹
巣
町
芸
術
文
化
協
会
が
昨

年
ま
で
開
催
し
て
い
た
町
美
術
展
を
引
き
継
ぎ
、
新

た
に
「
市
展
」
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
日
本

画
、
洋
画
、
書
道
、
写
真
、
工
芸
か
ら
１
４
８
点
も

の
創
造
性
あ
ふ
れ
る
秀
作
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。�

　
作
品
の
審
査
は
、
県
芸
術
文
化
協
会
推
挙
の
審
査

員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
特
賞
５
点
、
奨
励
賞
20
点
が

選
ば
れ
ま
し
た
。�

　
特
賞
受
賞
者
は
次
の
方
た
ち
で
す
。
▽
日
本
画
＝

作
山
キ
ヌ
▽
洋
画
＝
佐
藤
勝
以
▽
書
道
＝
萩
野
徳
治

▽
写
真
＝
保
坂
洋
子
▽
工
芸
＝
畠
山
昭
子�

第
１
回
北
秋
田
市
美
術
展
覧
会

　
森
吉
地
区
の
浦
田
小
学
校
（
児
童
数
28
人
）
で
３

月
３
日
、
「
英
語
で
遊
ぼ
う
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
ご
一

緒
に
」
と
い
う
企
画
で
、
国
際
交
流
員
の
ア
ン
ジ
ェ

ラ
・
敏
子
・
ト
ン
プ
ソ
ン
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
児

童
や
保
護
者
が
ハ
ワ
イ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。�

　
最
初
に
、
公
民
館
講
座
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
で
ア

ン
ジ
ェ
ラ
さ
ん
の
指
導
を
受
け
て
い
る
受
講
生
が
踊

り
を
披
露
。
心
や
海
、
波
の
形
を
表
現
す
る
と
、
児

童
た
ち
は
真
剣
な
眼
差
し
で
、
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。�

　
続
い
て
、
踊
り
の
基
礎
を
学
ん
だ
児
童
ら
は
、
手

作
り
の
レ
イ
を
身
に
つ
け
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
り

ま
し
た
。
は
じ
め
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
も
の
の
、
動

き
の
意
味
を
教
わ
り
、
繰
り
返
す
う
ち
に
見
る
見
る

と
上
達
。
笑
顔
あ
ふ
れ
る
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。�

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
ご
一
緒
に

浦
田
小
で
交
流
会
を
開
催フラダンスを通じてハワイについて学んだ

浦田小の児童たち

地
域
資
源
を
活
か
そ
う

　
阿
仁
異
人
館
・
伝
承
館
を
主
会
場
に
２
月
25
日
、

「
ス
ノ
ー
マ
ン
・
キ
ャ
ン
ド
ル
＆
ジ
ャ
ズ
ナ
イ
ト
at

阿
仁
異
人
館
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
国
際
教
養
大
学
と
県
と
が
主

催
す
る
「
Ａ
ｋ
ｉ
ｔ
ａ
ふ
る
さ
と
活
力
人
養
成
セ
ミ

ナ
ー
」
の
現
地
研
修
の
一
環
と
し
て
、
阿
仁
地
区
の

観
光
資
源
で
あ
る
異
人
館
と
雪
と
人
材
を
活
用
し
よ

う
と
、
受
講
者
自
ら
が
立
案
し
ま
し
た
。�

　
参
加
者
は
、
秋
田
市
を
拠
点
に
世
界
で
活
躍
す
る

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
早
川
泰
子
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
や
、

雪
を
活
用
し
た
滑
り
台
な
ど
で
楽
し
み
、
夕
方
に
は

ミ
ニ
か
ま
く
ら
や
、
雪
の
壁
に
開
け
た
穴
に
キ
ャ
ン

ド
ル
が
灯
さ
れ
る
と
、
街
中
が
彩
ら
れ
、
雪
と
光
の

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
包
ま
れ
ま
し
た
。�

ス
ノ
ー
マ
ン
・
キ
ャ
ン
ド
ル
＆
ジ
ャ
ズ
ナ
イ
ト
at
阿
仁
異
人
館

�

感性豊かな作品群に足を止めて

じっくり見入る来場者

寒く厳しい阿仁の冬を温かく美しいものに

変えてくれた地域住民参加型イベント



　国指定史跡「伊勢堂岱遺跡」の調査指導委員会（委
員長・小林達雄國學院大学教授）が３月６日、市
中央公民館で開かれ、今年度（第 12 次）の調査
結果が報告されました。�
　今年度は、遺跡内およそ６千平方㍍のボーリン
グ調査と地形測量、環状列石Ｄ西側斜面の追加測量、
環状列石Ｂ南側の一部トレンチ（発掘溝）調査を
重点的に実施したもので、教育委員会の担当者か
ら調査結果が報告されました。�
　このうち、「何らかの理由で築造が中止された弧

状の列石では」と報告された環状列石Ｂについて、
小林委員長は「大湯環状列石にも造りかけの例が
ある。今後の研究課題」と述べていました。�

　
阿
仁
公
民
館
に
お
い
て
「
ヨ
ガ
体
操
講
座
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
最
近
、
年
齢
や
性
別
を

問
わ
ず
注
目
さ
れ
て
い
る
ヨ
ガ
。
こ
の
日
は
20

代
か
ら
70
代
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
の
受
講
生
が

集
り
ま
し
た
。�

　
ヨ
ガ
は
「
体
操
・
呼
吸
法
・
瞑
想
法
」
の
３

つ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
健
康
法
で
す
。
講
師

の
工
藤
紀
さ
ん
に
「
ね
じ
り
の
姿
勢
・
猫
の
姿

勢
・
弓
の
姿
勢
」
な
ど
肩
こ
り
や
腰
痛
に
効
果

的
な
体
操
や
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
の
呼
吸
法
の

指
導
を
受
け
ま
し
た
。�

　
ヨ
ガ
は
無
理
を
せ
ず
「
ち
ょ
っ
と
痛
い
気
持

ち
良
い
」
位
の
と
こ
ろ
で
止
め
て
お
く
の
が
効

果
的
で
、
短
時
間
で
も
続
け
る
と
体
の
不
快
症

状
が
な
く
な
り
、
心
も
清
々
し
く
な
る
と
の
こ

と
で
し
た
。�

今年度（第12次）の調査を報告�

�

大館北秋公民館連合会館長職員合同研修会�

伊勢堂岱遺跡調査指導委員会�

　
大
館
市
立
中
央
公
民
館
で
２
月
22
日
、
大
館
北
秋
公
民
館
連

合
会
館
長
職
員
合
同
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
小
松
宰
氏
（
大
館
市
住
）
に
よ
る
記
念

講
演
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
活
動
し
て
い
る
各
公
民
館
の

館
長
ら
に
よ
る
意
見
発
表
が
行
わ
れ
、
３
名
の
方
か
ら
事
例
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
北
秋
田
市
か
ら
は
、
綴
子
公
民
館
の
藤
島
康
一
館
長
が
「
肉

入
籠
（
し
し
り
こ
）
塾
開
設
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
発
表
、
現

在
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
な
ど
を
発
表
し

ま
し
た
。�

　
こ
の
発
表
を
も
と
に
、
参
加
者

と
の
質
疑
応
答
や
意
見
交
換
が

盛
ん
に
行
わ
れ
、
ぜ
ひ
こ
の

活
動
を
参
考
に
さ
せ
て
頂
き

た
い
と
い
う
感
想
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
公
民
館
の
役

割
と
課
題
に
つ
い
て
確
認
し

合
い
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
反

映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
い
う
声

が
た
く
さ
ん
聞
か
れ
ま
し
た
。�

　�

公民館の役割と課題を再確認�
�

心
も
体
も
美
し
く�

ヨ
ガ
体
操
講
座
（
阿
仁
公
民
館
）�

▲「肉入籠※塾開設についてと題し、地区
公民館の活動を発表した藤島康一綴子公民
館長（※は綴子の地名の由来となったことば）

▲
▲幅広い年齢の皆さんが受講した「ヨガ体操講座」

��

�

　
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
な
ど
市
民
の

皆
さ
ん
も
参
加
し
た
調
査
指
導
委
員
会

ししりこ

学びの広場�
●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

北秋田市
教育委員会

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

MANABI　NO　HIROBA
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�

　　森吉山ダム広報館において「もろびの里のふゆ体験学習」がおこなわ
れました。この企画は、ふゆのダム工事の様子や昔の生活の様子を子ども
達に伝えていきたいという考えで、森吉山ダム工事事務所と市教育委員会
の連携で行われ、22日は鷹巣南小学校の５年生、23日は鷹巣中央小学校の
４・５年生が参加しました。�
　工事の様子を聞いたり、わらで縄ないをおこなったりするなど、普段な
かなかできない体験に子どもたちは四苦八苦。それでも地元の方に聞きな
がら、夢中になって挑戦していました。�

　北秋田市青少年健全育成市民会議主催の子ども伝承芸能発表会が３月４日、綴子公民館を会場に開催さ
れました。参加してくれたのは全部で４団体。それぞれが昔から伝承されてきた舞や踊りを披露してくれ
ました。来場してくださった地域の方からは、「おもしれがった～」という声がたくさん聞かれました。�

�

　
縄
な
い
に
挑
戦
！
は
じ
め
て
の
体
験

で
み
ん
な
真
剣
そ
の
も
の
。

　
か
ま
く
ら
で
お
し
る
こ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
別
お
い
し
か
っ
た
？

▲

　
餅
つ
き
体
験
。
昔
は
こ
う
し
て
臼
（
う

す
）
と
杵
（
き
ね
）
を
使
っ
て
つ
い
て

た
ん
だ
よ
。
重
い
よ
っ
！

▲

▲

　
竜
森
小
の
児
童
た
ち
が
演
じ
た
「
上
舟

木
駒
踊
り
」。
勇
壮
な
踊
り
に
拍
手
喝
采
！

▲ 　
軽
快
な
バ
チ
さ
ば
き
が
特
徴
の
「
鷹
巣

祇
園
太
鼓
」。
き
ま
っ
て
ま
す
。

▲

もろびの里のふゆ体験学習�

子ども伝承芸能発表�

▲
昔
の
そ
り
に
も
乗
り
ま
し
た
。
木

で
作
ら
れ
た
が
ん
じ
ょ
う
な
そ
り
は
、

３
人
乗
っ
て
も
大
丈
夫
。
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���

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
読
書
を
通
じ
、
豊
か
な
人
間
性
を

育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
、
感
想
文
部
門

と
感
想
画
部
門
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
表
彰
式
で
は
、
部
門
ご
と
に
入
賞
者
が
ス
テ
ー
ジ
に

上
が
り
、
三
澤
教
育
長
か
ら
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し

た
。
続
い
て
審
査
結
果
の

講
評
が
行
わ
れ
、
感
想
文

部
門
で
は
亀
山
恵
子
審
査

員
長
（
阿
仁
中
学
校
校
長
）

か
ら
、「
読
書
感
想
文
を
書

く
こ
と
は
生
き
る
喜
び
に

つ
な
が
る
。
今
年
は
95
点

の
応
募
が
あ
っ
た
が
、
い

ず
れ
も
自
分
の
感
動
を
素

直
に
表
現
し
て
お
り
、
特

に
自
分
の
体
験
を
重
ね
た

作
品
は
心
を
打
っ
た
。
ま
た
、

あ
ら
す
じ
と
感
想
の
順
序

な
ど
、
構
成
を
工
夫
す
る
こ
と
で
読
み
手
に
感
動
が
よ

り
強
く
伝
わ
る
」
な
ど
と
評
価
と
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
絵
画
部
門
の
講
評
で
は
、
和
田
克
郎
審
査
員

長
（
大
館
市
教
育
委
員
会
）
が
特
選
を
受
賞
し
た
作
品

を
投
影
機
で
上
映
し
な
が
ら
説
明
、
会
場
の
父
兄
ら
も
、

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
表
現
力
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。�

 
セ
レ
モ
ニ
ー
の
最
後
に
は
、
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
小
学

校
の
部
で
特
選
を
受
賞
し
た
２
人
が
受
賞
作
品
を
朗
読
、

読
書
で
得
た
感
動
を
し
っ
か
り
し
た
声
で
来
場
者
に
伝

え
て
い
ま
し
た
。 �

受賞後、表彰状を紹介する子どもたち
（感想画の部小学校１年生）

■
平
成
17
年
度
北
秋
田
市
読
書
感
想
文
・
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル�
■
平
成
17
年
度
北
秋
田
市
読
書
感
想
文
・
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル�

読
書
の
感
動
と�

あ
ふ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
を�

絵
と
作
文
で
表
現�

 

平
成
17
年
度
北
秋
田
市
読
書
感
想
文
・
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
２
月
25

日
、市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、特
選
、入
選
、佳
作
の
各
入
賞
者
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

 

今
年
度
の
読
書
感
想
文
部
門
に
は
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
・
一
般
か
ら
95
点
、
感
想

画
部
門
に
は
幼
稚
園
・
保
育
園
及
び
小
学
校
１
・
２
年
生
か
ら
３
２
６
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
表
彰
式
の
よ
う
す
と
受
賞
者
（
特
選
及
び
入
選
者
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
自
分
の
体
験
を
重
ね
た
作
品
は
心
を
打
つ
」�

（
亀
山
恵
子
読
書
感
想
文
部
門
審
査
員
長
）�

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者�

■
小
学
校�

【
３
年
生
】�

特
選
／「
チ
ュ
ン
セ
と
ポ
ウ
セ
、あ
り
が
と
う
」藤
原
歌
生

（
鷹
巣
中
央
小
）�

入
選
／「
野
口
英
世
を
読
ん
で
」小
笠
原
朋
香（
綴
子
小
）

／「
ヘ
レ
ン
へ
」宮
本
春
花（
鷹
巣
東
小
）�

【
４
年
生
】�

特
選
／「「
い
え
で
で
で
ん
し
ゃ
」は
か
っ
こ
い
い
？
」安

田
圭
佑（
合
川
東
小
）�

入
選
／「「
地
球
が
動
い
た
日
」を
読
ん
で
」戸
沢
菜
々
美

（
鷹
巣
西
小
）入
選
／「
最
後
ま
で
が
ん
ば
っ
た
た
い
よ
う
」

千
葉
颯
都（
鷹
巣
南
小
）�

【
５
年
生
】�

特
選
／「
人
の
心
の
あ
た
た
か
さ
」　
橋
佳
那
子（
鷹
巣
東

小
）�

入
選
／「
勇
気
を
あ
り
が
と
う
」中
嶋
梓（
鷹
巣
南
小
）／

「「
ま
あ
ち
ゃ
ん
」を
読
ん
で
」千
葉
美
紗
貴（
鷹
巣
南
小
）�

【
６
年
生
】�

特
選
／「
一
発
の
原
子
爆
弾
が
も
た
ら
し
た
も
の
」宮
腰

泉（
鷹
巣
南
小
）�

入
選
／「
生
き
る
と
い
う
こ
と
」高
橋
宏
一（
鷹
巣
西
小
）

／「
本
当
の
友
達
」高
橋
理
奈（
米
内
沢
小
）�

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
作
品
を
朗
読
す
る
　

　
藤
原
歌
生
さ
ん（
上
・
鷹
巣
中
央
小
３
年
）と

　
　
橋
佳
那
子
さ
ん（
鷹
巣
東
小
５
年
）

▲
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■
小
学
校�

【
１
年
生
】�

特
選
／「
み
ん
な
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
よ
る
」久
留
嶋
瑠
海

（
鷹
巣
小
）�

入
選
／「
に
こ
に
こ
け
っ
こ
ん
し
き
」三
澤
瑚
子（
綴
子
小
）

／「
な
か
よ
く
な
り
た
か
っ
た
の
に
」さ
と
う
ひ
び
き（
鷹

巣
南
小
）／「
空
の
ラ
ン
プ
」佐
藤
大
河（
鷹
巣
南
小
）�

入
選
／「
お
か
し
を
え
ら
ん
で
い
る
ス
ミ
レ
ひ
め
」堀
部

綾
乃（
竜
森
小
）／「
や
さ
し
い
お
じ
い
さ
ん
」松
橋
千
里

（
大
阿
仁
小
）／「
ぎ
ょ
う
ざ
の
ひ
う
れ
し
い
な
」関
弘
夢

（
合
川
東
小
）�

【
２
年
生
】�

特
選
／「
暗
い
中
の
お
話
」高
堰
泰
成（
鷹
巣
小
）／「
チ
ロ

ヌ
ッ
プ
の
き
つ
ね
」小
坂
悠
華（
鷹
巣
東
小
）�

入
選
／「
ガ
オ
〜
」津
谷
雄
大（
鷹
巣
小
）／「
へ
ん
て
こ
な

お
茶
会
」成
田
舞
香（
鷹
巣
小
）／「
お
い
し
そ
う
だ
な
が

ま
く
ん
か
え
る
く
ん
」小
笠
原
実
咲（
鷹
巣
東
小
）／「
ど

ん
ど
ん
き
れ
い
に
な
る
ね
」小
松
加
奈（
鷹
巣
中
央
小
）／

「
天
国
に
い
く
ネ
ル
ロ
と
パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ
」長
岐
澪（
鷹
巣

南
小
）／「
い
い
よ
っ
て
言
っ
た
の
聞
い
て
た
よ
」加
賀
京

美（
合
川
東
小
）�

■
幼
稚
園
・
保
育
園�

特
選
／「
て
ぶ
く
ろ
は
に
ん
き
も
の
」齋
藤
り
こ（
鷹
巣
北

幼
稚
園
）�

入
選
／「
こ
わ
い
お
に
を
た
い
じ
し
た
い
っ
す
ん
ぼ
う
し
」

佐
々
木
優
奈（
鷹
巣
西
幼
稚
園
）／「
お
ひ
め
さ
ま
を
ま
も

っ
た
い
っ
す
ん
ぼ
う
し
」成
田
千
佳（
鷹
巣
西
幼
稚
園
）／

「
い
っ
す
ん
ぼ
う
し
に
は
か
な
わ
な
い
」沢
田
玲
奈（
鷹
巣

北
幼
稚
園
）／「
て
ぶ
く
ろ
の
な
か
は
ぽ
っ
か
ぽ
か
」三
澤

乃
亜（
鷹
巣
北
幼
稚
園
）／「
て
ぶ
く
ろ
の
な
か
に
は
」児

玉
福
明（
鷹
巣
教
会
幼
稚
園
）／「
つ
よ
い
ぞ
い
っ
す
ん
ぼ

う
し
」嘉
藤
拓（
鷹
巣
中
央
保
育
園
）／「
す
て
き
な
く
つ

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」芳
賀
光
希（
鷹
巣
中
央
保
育
園
）／�

「
お
ー
い
て
つ
だ
っ
て
よ
」柳
谷
朋
典（
鷹
巣
東
保
育
園
）

／「
す
て
き
な
わ
た
し
の
く
つ
」大
山
穂
乃
果（
鷹
巣
東
保

育
園
）／「
悪
い
オ
ニ
を
や
っ
つ
け
た
」堀
部
竜
誠（
竜
森

保
育
園
）／「
く
ま
が
み
つ
け
た
ん
だ
よ
て
ぶ
く
ろ
」佐
藤

樹
音（
七
日
市
保
育
園
）／「
に
げ
た
お
に
と
い
っ
す
ん
ぼ

う
し
」木
村
ま
つ
り（
米
内
沢
保
育
園
）�

■
中
学
校�

【
１
年
生
】�

特
選
／「「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
」を
読
ん
で
」工
藤
彩

（
森
吉
中
）�

入
選
／「
輝
け
、あ
す
か
の
命
」亀
山
澄
香（
鷹
巣
中
）／「
ラ

イ
デ
ィ
ン
グ
・
フ
リ
ー
ダ
ム
を
読
ん
で
」北
嶋
慶
一（
鷹
巣

南
中
）／「
松
井
選
手
の
夢
」武
石
塁（
森
吉
中
）／「
言
葉

は
な
く
て
も
」渡
辺
夢
璃
憧（
森
吉
中
）�

【
２
年
生
】�

入
選
／「
大
切
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
」菊
地
た
け
る（
鷹
巣
南
中
）�

�

■
一
般
・
高
校�

特
選
／「「
１
リ
ッ
ト
ル
の
涙
」を
読
ん
で
」神
成
恵
美
子

（
一
般
）�

入
選
／「
一
時
の
苦
が
幾
多
の
幸
を
呼
ん
で
い
る
」小
林

愛（
能
代
高
校
）／「
読
書
感
想
文
、未
完
の
―
虎
か
ら
人

へ
の『
山
月
記
』―
」斎
藤
真
琴（
一
般
）／「
千
の
風
に
い

や
さ
れ
て
を
読
ん
で
」中
嶋
美
枝
子（
一
般
）�

�

久留嶋瑠海さん（鷹巣小学校１年）　�
　題名：みんなでクリスマスのよる�
　　　（書名「まどからおくりもの」）　

高堰泰成くん（鷹巣小学校２年）�
　題名：暗い中のお話�
　　　　　（書名「あらしのよるに」）　

齋藤りこさん（５歳：鷹巣北幼稚園）
　題名：てぶくろは　にんきもの�
　　　　　　　　（書名「てぶくろ」）　

小坂悠華さん（鷹巣東小学校２年）　�
　題名：チロヌップのキツネ�
　　　（書名「チロヌップのキツネ」）　

感想画の部�

特選作品�

※
受
賞
作
品
の
一
部（
感
想
文
は
特
選
、感
想
画
は
佳
作
以
上
）は
、

作
品
集「
読
書
の
あ
と
で
」に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。市
立
図
書
館

及
び
公
民
館
図
書
室
な
ど
で
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者�
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　�

�

　
前
回
の
広
報
（
３
月
１
日
号
）
で
は
、

制
度
改
正
を
中
心
と
し
て
掲
載
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
第
３
期
介
護
保
険
事
業

計
画
期
間
（
平
成
18
年
度
〜
平
成
20
年

度
）
の
介
護
保
険
料
と
保
険
料
決
定
の

要
因
を
中
心
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。�

�    �

     �

①
被
保
険
者
及
び
認
定
者
、
サ
ー
ビ
ス

　
利
用
者
の
推
移     �

�

　
介
護
保
険
は
、第
１
号
被
保
険
者（
65

歳
以
上
）
や
第
２
号
被
保
険
者
（
40
歳

〜
64
歳
）
の
皆
様
か
ら
納
め
て
い
た
だ

く
「
介
護
保
険
料
」
を
大
切
な
財
源
と

し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。 

    �

　
そ
の
た
め
、
被
保
険
者
や
認
定
者
、

更
に
は
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
減
が
保

険
給
付
費
や
保
険
料
に
も
大
き
く
影
響

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
市
で
は
、

被
保
険
者
や
認
定
者
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
な
ど
を
次
の
と
お
り
予
想
し
て
い
ま

す
。 

    �

�

41,354

-

13,019

- 

31.5%

14,881

-

27,900

-

2,179

-

1,735�

-

40,789

△1.4%

13,144

1.0%

32.2%

14,499

△2.6%

27,643

△0.9%

2,293

5.2%

1,825

5.2%

40,412

△0.9%

13,231

0.7%

32.7%

14,454

△0.3%

27,685

0.2%

2,452

6.9%

1,951

6.9%

39,797

△1.5%

13,270

0.3%

33.3%

14,139

△2.2%

27,409

△1.0%

2,584

5.4%

2,059

5.5%

39,205

△1.5%

13,322

0.4%

34.0%

13,833

△2.2%

27,155

△0.9%

2,650

2.6%

2,103

2.1%

38,576

△1.6%

13,337

0.1%

34.6%

13,532

△2.2%

26,869

△1.1%

2,694

1.7%

2,139

1.7%

人　　口     

   増減率

１号被保険者（65歳以上）     

（高齢者）　   増減率

   高齢化率

２号被保険者（40～64歳）     

   増減率

被保険者　合計     

   増減率

認定者数     

   増減率

サービス利用者数     

   増減率

15年度 16年度 17年度 20年度19年度18年度

　
上
の
表
で
お
解
り
の
と
お
り
、
人
口

や
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
「
被
保

険
者
合
計
」
は
減
少
し
ま
す
が
、
介
護

保
険
の
利
用
率
が
高
い
高
齢
者
の
増
加

が
見
込
ま
れ
、
併
せ
て
認
定
者
や
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
も
増
加
す
る
も
の
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
保
険
料
が
上
が
る
要

因
の
ひ
と
つ
で
す
。�

�

②
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
整
備�

�

　
当
市
で
は
、
昨
年
11
月
か
ら
12
月
に

か
け
て
実
施
し
た
「
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」

や
「
介
護
支
援
専
門
員
意
向
調
査
」
の

結
果
に
基
づ
い
て
、
不
足
し
て
い
る
サ

ー
ビ
ス
や
制
度
改
正
で
新
し
く
設
け
ら

れ
た
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
地
域
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
な
が
ら
、
必
要
最
低
限
の
サ

ー
ビ
ス
を
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
に
し

ま
し
た
。�

　
事
業
所
が
整
備
さ
れ
る
と
、
そ
の
事

業
所
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
保
険
料
の
上
が
る
要
因
と
な
り
ま

す
が
、「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
は

原
則
と
し
て
旧
町
ご
と
に
設
定
し
た
「
日

常
生
活
圏
域
」
を
越
え
て
利
用
が
で
き

な
い
等
の
理
由
が
あ
る
か
ら
で
す
。�

　
な
お
、
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業

者
自
ら
が
整
備
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、

市
で
は
整
備
し
な
い
方
針
で
す
。�

①通所介護事業所

②短期入所生活介護事業所

③認知症対応型通所介護事業所

④小規模多機能型居宅介護事業所

⑤認知症グループホーム

不足サービス�

〃�

新サービス

〃�

不足サービス

�

７人

５人

15人

９人

�

５人

５人

15人

９人

10人�

８人

15人

９人

�

５人

５人

15人

９人

サービス区分

居宅サービス

地域密着型

サ ー ビ ス

整備するサービスの名称 整備する理由
鷹　巣
定員増

合　川�
定員増

森　吉�
定員増

阿　仁�
定員増

保
険
料
は
こ
う
し
て

保
険
料
は
こ
う
し
て�

　
　
　
　
　
決
ま
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
決
ま
り
ま
し
た

№2
介護保険制度�介護保険制度�が改正されました�

新しい介護保険にご理解とご協力をお願いします�
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　　介護保険料は、前回の広報でお知らせした制度改正に基づくサービスの新設や被保険者、認定者などの増減、事業
所の整備などを総合的に考慮し、それらに伴う介護給付費等を見込んで決めていくことになっています。以上を踏まえ、
当市では以下のとおり平成18年度から平成20年度までの保険料を２月定例市議会に提案し、議決を得て決定しました。�
　なお、保険料の負担段階は、現在の「５段階」から低所得者に配慮した「６段階」に改正されます。�

総給付費 �

特定入所者補足給付費 

高額介護サービス費 

審査支払手数料       

地域支援事業費       

3,198,229,496�

179,977,200�

41,282,602�

4,764,060�

35,815,105�

3,460,068,463

3,266,752,544

181,938,948

41,689,606

4,865,045

53,206,562

3,548,452,705

3,329,962,756

184,467,900

42,887,954

4,950,640

64,416,030

3,626,685,280

9,794,944,796

546,384,048

125,860,162

14,579,745

153,437,697

10,635,206,448計

65歳以上の保険料必要額

保険料予定収納率

保険料月額基準額

給付費全体の約19.0％を65歳以上の保険料で負担して頂くことになります。�
　　1,874,099,869円　（10,635,206,448円×約19.0％）

98.0％

4,442円 （年額53,304円）

18年度 19年度 20年度 計

【保険料月額基準額の算出】 （単位：円）

【負担段階の変更】

　平成18年度からは、改正により現在の「第２段階」が新「第２段階」と新「第３段階」に分かれます。なお、第２段階以外
は従来のとおりです。�

世帯全員が住民税非課税で、本人の年金
収入が80万円以下（ほか収入なし）
世帯全員が住民税非課税で、第２段階に
該当しない       

第２段階

第３段階

改正後（平成18年度～平成20年度）

世帯全員が住民税非課税の場合第２段階

現　在（平成15年度～平成17年度）

平成18年度～平成20年度までの保険料は、次のとおりです�

第１段階 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

第６段階 

第１段階 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

第６段階 

第１段階 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

第６段階 

第１段階 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

第６段階  

0.50

0.50

0.75

基準額

1.25

1.50

0.50

0.50

0.75

基準額

1.25

1.50

0.50

0.50

0.75

基準額

1.25

1.50

0.50

0.50

0.75

基準額

1.25

1.50

2,221

2,221

3,332

4,442

5,553

6,663

2,221

2,221

3,332

4,442

5,553

6,663

2,221

2,221

3,332

4,442

5,553

6,663

2,221

2,221

3,332

4,442

5,553

6,663

26,652

26,652

39,984

53,304

66,636

79,956

26,652

26,652

39,984

53,304

66,636

79,956

26,652

26,652

39,984

53,304

66,636

79,956

26,652

26,652

39,984

53,304

66,636

79,956

改定後（平成18年度～平成20年度）
段階 月額 年額割合

旧
鷹
巣
町

旧
合
川
町

旧
森
吉
町

旧
阿
仁
町

第１段階 �

�

 

第３段階 

第４段階 

第５段階  

第１段階

 

 

第３段階 

第４段階 

第５段階  

第１段階 

 

第３段階 

第４段階 

第５段階  

第１段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階  

0.40

 

基準額

1.40

1.65

0.50

 

基準額

1.25

1.50

0.50

 

基準額

1.25

1.50

0.50

 

基準額

1.25

1.50

1,557

 

3,894

5,451

6,425

1,779

 

3,559

4,449

5,339

1,801

 

3,601

4,501

5,402

1,745

�

 

3,490

4,363

5,235

18,684

  

46,728

65,412

77,100

21,350

42,710

53,390

64,070

21,606

  

43,212

54,015

64,818

20,940

  

41,880

52,350

62,820

現　在（平成15年度～平成17年度）
段階 月額 年額割合

旧
鷹
巣
町

旧
合
川
町

旧
森
吉
町

旧
阿
仁
町

第２段階 

第２段階 

第２段階 

0.65 2,531 30,372

0.75 2,669 32,030第２段階 

0.75 2,701 32,409

0.75 2,618 31,410

【第２期（15年度～17年度）保険料との比較】
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北
秋
田
市
消
防
本
部�

　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ�

���

　
住
宅
の
壁
や
天
上
に
設
置
す
る
こ
と
で
、

火
災
発
生
に
伴
う
熱
や
煙
を
感
知
し
て
ブ
ザ

ー
や
音
声
で
知
ら
せ
る
も
の
で
、
火
災
の
早

期
発
見
に
非
常
に
役
立
ち
ま
す
。�

　
電
源
は
、
電
池
式
と
家
庭
用
電
力
（
１
０

０
ボ
ル
ト
）
式
が
あ
り
ま
す
。�

����������

・
新
築
の
一
般
住
宅�

　
平
成
18
年
６
月
１
日
以
降
に
着
工
す
る
も
の�

・
既
存
の
一
般
住
宅�

　
平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
設
置
が
義
務
付

　
け
ら
れ
ま
す�

���

①
就
寝
の
用
に
供
す
る
居
室
＝
寝
室�

　
住
宅
の
設
計
図
に
描
か
れ
た
「
寝
室
」
だ

け
で
な
く
、「
子
供
部
屋
」
や
、
日
中
は
「
居

間
」
と
し
て
使
用
し
て
い
て
も
、
夜
間
に
就

寝
す
る
部
屋
は
含
ま
れ
ま
す
。�

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
？�

い
つ
か
ら
設
置
が�

　
　
　
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
か
？�

　
住
宅
（
共
同
住
宅
を
含
む
）
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
法
令
に
よ
り

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
、
建
物
火
災
の
死
者
数
の
９

割
は
住
宅
火
災
、
そ
の
う
ち
７
割
が
「
逃

げ
遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
、
火
災
の
早

期
発
見
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

今
後
迎
え
る
高
齢
化
社
会
と
と
も
に
住

宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
成
16

年
６
月
に
消
防
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

こ
れ
に
基
づ
き
北
秋
田
市
火
災
予
防
条

例
が
改
正
さ
れ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
法
律
で
は
、
全
て
の
住
宅
に
設
置
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
新
築
の
住

宅
は
も
と
よ
り
、
今
現
在
建
っ
て
い
る

（
既
存
）
住
宅
に
も
設
置
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
住
宅
で
あ
れ
ば
、
一
戸
建
て
の

住
宅
か
、
ア
パ
ー
ト
の
よ
う
な
共
同
住

宅
か
は
問
わ
ず
、
ま
た
事
業
を
行
う
所

に
併
設
さ
れ
た
住
宅
部
分
に
も
適
用
さ

れ
ま
す
。�

�

ど
こ
に
設
置
す
る
の
？�

�

壁掛け用（音声）

天井用（警報音）

あなたの家にも必要です�
住 宅 用 火 災 警 報 器 �
あなたの家にも必要です�
住 宅 用 火 災 警 報 器 �

１１９�
火災・救急・救助�

お問い合わせ
a62－1119
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市
　
長
　
日
　
誌

市
　
長
　
日
　
誌

２／16�

28
〜

18
日
（
土
）

　
　
　
　
　

20
日
（
月
）�

21
日
（
火
）�

23
日
（
木
）�

24
日
（
金
）�

27
日
（
月
）�

川
を
活
か
し
・
川
に
活
か
さ
れ
る
地
域
を
考
え
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
子
供
た
ち
の
心
と
体
を
培
う
川
に
つ
い
て

語
り
合
う
」
に
出
席�

平
成
18
年
第
３
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会�

（
議
案
説
明
、
大
綱
質
疑
）
　�

平
成
18
年
第
３
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会�

（
議
案
説
明
、
大
綱
質
疑
）
　�

平
成
18
年
第
３
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会�

（
一
般
質
問
初
日
）
　
　
　�

平
成
18
年
第
３
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会�

（
一
般
質
問
２
日
目
）
　�

平
成
18
年
第
３
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会�

（
一
般
質
問
３
日
目
）
　�

豪
雪
対
策
本
部
会
議
に
出
席�

　
し
か
し
、
来
客
が
一
時
的
に
就
寝
す
る
よ

う
な
「
客
間
」
は
除
き
ま
す
。�

②
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段
の
踊
り
場
の
天
井

　
又
は
壁�

　
寝
室
が
避
難
階
（
＝
１
階
な
ど
、
直
接
地

上
に
出
ら
れ
る
階
。
）
の
場
合
を
除
き
ま
す
。

※
台
所
は
設
置
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
台
所
そ

　
の
他
（
居
間
等
）
火
災
の
発
生
の
お
そ
れ
が
大
き

　
い
と
こ
ろ
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
に

　
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
取
り
付
け
タ
イ
プ
と
し
て
Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ

と
乾
電
池
式
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。�

　
既
存
住
宅
な
ど
へ
の
取
り
付
け
に
際
し
、

乾
電
池
式
タ
イ
プ
は
容
易
に
取
り
付
け
る
こ

と
が
可
能
で
す
。�

悪質業者に注意�悪質業者に注意�
　一般住宅には消火器の設置義務がないにも

かかわらず、悪質な訪問販売が発生していま

す。�

　設置義務のある住宅用火災警報器では、義

務のあることを理由にさらに悪質商法が多発

すると予想され、厳重な注意が必要です。�

●消防署の職員または消防団員が販売または

　販売を業者に委託することはありません。�

●販売員が「消防署の方から来ました」と言う

　言葉を使うときがありますが、これは消防

　署から来たのではなく消防署の方向から来

　たと言う意味です、間違わないでください。�

●消防署では一切、販売も斡旋もしません。�

住宅用火災警報器は日本消防検定協会の�

ＮＳマークが付いているものを選んでください

平成16年度消防白書

・住宅火災による死者数は、建物火災による死者数の�
　約９割を占めています�

住宅火災による死者数

1,041人（86.5％）

住宅以外の建物火災�
による死者数
163人（13.5％）

逃げ遅れ

712人（68.4％）

着衣着火

56人（5.4％）

・住宅火災による死者の�
　約７割が逃げ遅れです

出火後再侵入

25人（2.4％）

その他

248人（23.8％）
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す
い
ど
う�

　
　
　
だ
よ
り�

こ
ん
な
と
き
は�

　
　
　
す
ぐ
お
届
け
を

使
用
量
が
急
に�

　
　
　
増
え
た
と
き
は

【指定工事店一覧】（平成18年３月15日現在）

㈲合川水道施設工業所
㈲高橋工務店
㈲工藤設備工業所
㈲宗和
シゲ，エンジニアリング
杉渕ポンプ店
㈱佐藤庫組

78-2854
78-2973
78-4055
78-4108
78-3622
78-4901
78-2154

合川地区

㈲菊地電気商会
㈲ヤマグチ
㈱上杉組
㈲魚住電器商会
阿仁設備
㈲山口電機工業所

82-2148
82-3330
82-2040
82-2053
84-2465
82-3389

阿仁地区

成田施設

㈲藤島設備工業

㈲和田設備工業

永井電機商会

㈲大坂設備

㈲明祝商事

柴田水道施設

㈲中嶋施設工業

長修設備

日通プロパン鷹巣販売㈲

東北ワールドサービス

ナラタデンキ

土佐設備

㈾小畑電気商会

62-2870

62-1086

62-2459

63-1381

62-1093

62-2943

62-9706

62-1798

66-2304

62-1748

63-2028

62-2143

62-3650

62-0150

鷹巣地区

㈱森吉酸素工業所

秋田土建㈱

藤管

㈲武石配管工業

鈴木水道

㈲トシ設備工業

佐藤工業

志渡水道工事店

㈾丸伊商店

北秋田総合設備㈲

72-3346

72-3001

73-2140

72-4078

73-2520

72-3753

72-3468

75-2213

75-2341

72-3189

森吉地区

㈲高橋電気商会

藤岡工業

山岡工業㈱

㈱衛暖工業

総合施設㈱

㈲藤原工務店

大館桂工業㈱

㈱能代清掃センター

㈲浅利住設

㈱カンザイ

大民施設工業㈱

いとだ設備サービス

㈱巽工業所

㈲菅原管工業

㈲北秋クリーンサービス

㈲ヒカリ設備工業

工藤工業㈲

東北ビル管財㈱

㈲みうら水道

㈲三政施設工業�

㈱古沢総業

㈲オーエンス

こね浴槽店

㈱カミオ

㈲佐藤設備メンテナンス

㈲大館設備工業

㈲マコト設備工業

コダマ設備工業社

㈲山田政一商店

㈲牧野工業所

山二施設工業㈱

北日本建設㈱

㈲鈴末設備

㈱ジョンソン設備管理

㈱田中工業所

㈲船木設備

高橋施設

㈲桜庭設備工業

㈱あたご

㈱協立

0186-54-2038

018-846-2633

018-826-1616

0186-48-6054

018-823-5073

018-824-3843

0186-49-1331

0185-52-2286

0186-43-1550

0186-23-7486

018-823-3121

0186-49-2612

0186-42-2906

0186-42-3928

0186-42-4198

0186-43-0716

0186-42-7800

0186-43-0055

0185-53-3029

0186-42-8821

0186-42-0288

0186-54-0560

0186-42-5543

018-845-0043

0186-48-6902

0186-42-5504

0186-49-3525

0185-52-6826

0186-42-4751

0186-43-9215

018-823-8146

0185-53-2636

0185-76-3838

0184-23-2736

0186-42-3050

018-868-2294

0185-83-4156

018-832-4059

018-834-4076

0185-52-6361

北　秋　田　市　外

◎
お
問
い
合
わ
せ�

　
鷹
巣
地
区
　
a�
62-

6�
6�
3�
7�

　
合
川
地
区
　
a
78-

2
1
1
5

　
森
吉
地
区
　
a�
72-

3�
1�
1�
3

　
阿
仁
地
区
　
a�
82-

2
1
1
4

●
転
入
さ
れ
る
方�

・
使
用
の
開
始
に
あ
た
っ
て
は
届    

　
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

・
前
に
お
住
ま
い
の
方
が
転
出
さ

　
れ
て
間
も
な
い
場
合
、
水
が
で

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
届
出

　
が
な
け
れ
ば
、
使
用
で
き
な
く

　
な
り
ま
す
。�

・
口
座
引
き
落
と
し
を
希
望
さ
れ

　
る
方
は
、
通
帳
の
届
出
印
を
ご

　
用
意
く
だ
さ
い
。�

・
使
用
開
始
の
前
日
ま
で
に
お
届

　
け
く
だ
さ
い
。�

●
転
出
さ
れ
る
方�

・
使
用
の
中
止
に
あ
た
っ
て
は
届

　
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

・
届
出
な
く
転
出
さ
れ
た
場
合
、

　
そ
の
後
も
料
金
が
発
生
す
る
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
。�

���

●
漏
水
か
な
？
と
思
っ
た
ら�

・
調
べ
る
た
め
に
、
家
中
の
蛇
口

　
を
全
て
閉
め
ま
す
。�

・
地
下
メ
ー
タ
（
ボ
ッ
ク
ス
内
）

　
に
あ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
　

　
（
風
車
）
を
見
ま
す
。�

・
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
（
風
車
）

　
が
ま
わ
っ
て
い
れ
ば
漏
水
と
思

　
わ
れ
ま
す
。�

����������

●
修
理
す
る
に
は�

・
下
記
の
指
定
の
工
事
店
へ
修
理

　
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。�

・
宅
内
配
管
は
私
有
財
産
で
、
お

　
客
様
が
管
理
す
る
も
の
で
す
。�

・
工
事
代
金
は
お
客
様
の
負
担
と

　
な
り
ま
す
。�



　広報きたあきた　18．３．16　�１７�

�

�

北秋田市中央公民館　a６２－１１３０

【３月のロビー展】栄公民館　おしゃれ工房

３・18（土） 七宝焼き講座 13:00～16:00

合　川　公　民　館　a７８－２１１４

【ロビー展】パッチワーク金木犀の会（～20日）

 てまりの会（22日～）

３・17（金） ろばた講座（第３回） 13:30～15:30

　　　　　　 ハーブに親しむ講座 10:00～12:00

森　吉　公　民　館　a７２－３２５９

３・17（金） 童謡サロン 14:00～15:00

　　18（土） キッズのイースター・パーティー 10:00～12:00

　　22（水） 老壮・婦人大学合同閉講式 13:30～15:00

　　24（金） キッズ!アンジェラの超簡単な国際料理教室

 　①10:00～12:00　②14:00～16:00

　　25（土） オセロ大会 13:30～15:30

　　29（水） アンジェラの超簡単な国際料理教室

 　①10:00～13:00　②18:00～21:00

阿　仁　公　民　館　a８２－２２２０

【ロビー展】「切り絵」

３・15（水） 阿仁地区婦人会体力づくり交流会

  10:00～12:00�

�

�

３・18（土） おはなしでてこい 14:00～

　　19（日） 映画「男たちの大和」（２時間２５分）

　　　　　　 入場料：大　人1,700円（割引1,500円）

 　　　　高　校1,400円（割引1,200円）

 　　　　幼小中1,000円（割引　800円）

 　　　　シニア1,000円（割引券無し）�

 　①11:00～　②14:00～

　　20（月） 診療報酬改定説明会（秋田社会保険事務局）  

 　①13:00～　②15:00～　③18:00～

　　21（火） 映画「男たちの大和」

　　　　　　 入場料：3月19日に同じ

 　①11:00～　②14:00～�

　　25（土）・26日（日）土濃塚真知子ピアノ教室

 30回おさらい会 13:30～

４・１（土）・２日（日）ヤマハ音楽教室発表会 10:00～

　　８（土） 第30回記念三沢由美子音楽教室発表会

 「世界に翔くピアニスト佐藤卓史さんを迎えて」

 　生徒の部 10:30～

 　佐藤卓史ピアノリサイタル 15:30～

　　15（土） おはなしでてこい 14:00～

★母と子のわくわく広場�

　入園前（１歳～）の子供さんを対象に、集団の活動

の中で遊びなどを通して親子のふれあいを大切にし、

親同士で子育てについても話し合います。

　（親子で体操・季節に合わせた作品作りなど）

●開催日　４月～翌年３月　月１回　第２月曜日

　　　　　10：00～11：30　定員30組

●講　師　石郷岡順子さん、村上美保子さん

●対　象　入園前（１歳～）の子供と保護者�

�

　月１回の土曜日、子供たちに集団での遊び、季節に

合わせた作品作り、自然体験など人と自然とのふれあ

いを大切にした楽しい集いです。

●開催日　４月～翌年３月　月１回　第２土曜日

　　　　　９：00～12：00　定員　多数

●講　師　ボランティアグループ　�

　　　　　トライあんぐるの皆さん

●対　象　市内の小学生

中央公民館定期講座　受講生募集�中央公民館定期講座　受講生募集�

★トライあんぐる（土曜日が楽しい）�

上記２件とも参加費用は無料です。

◎申し込み・お問い合わせ

　　北秋田市中央公民館　a62-1130・FAX62-1669

�

�

３・18（土） 第24回小林大二郎旗杯争奪小中学校�

 剣道大会 合川体育館�

４・２（日） スポーツセンター杯ミニテニス大会

 森吉スポーツセンター

第13回打当温泉スキー大会�
●期　日　３月19日（日）�
●会　場　阿仁打当地区特設距離競技場
　　　　　競技開始　9：10
●種　別　小学校１～２年　男女　１．０㎞
　　　　　小学校３年　　　男女　２．０㎞�
※表彰式終了後は恒例の大抽選会を行います
◎お問い合わせ�
　　　阿仁支所観光振興課　　　　a８２－２１１７

Information　お知らせ�

君のハートよ位置につけ

秋田わか杉国体�
北秋田市は、バレーボール、フェンシング
山岳、アーチェリーの会場です
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　秋田県市町村交通災害共済と不慮の災害共済の加入
申込の受付がはじまっています。
　この共済制度は、交通災害共済掛金１人年額４００
円と不慮の災害共済掛金１人年額６００円を払い込むと、
不幸にして交通事故や不慮の事故等により死亡、負傷
または障害の残った方には１万５千円から１００万円
までの共済金が支払われるものです。
　共済期間は平成18年４月１日～翌年３月31日までです。
◎お問い合わせ
　　　各支所市民生活課課
�
　教育委員会では、高校生・短期大学生・大学生を対
象に資金の貸付を行っています。
　この制度は、学業が優秀であること、また経済的理
由により就学困難な学生に対し、貸付審査会での審査
を経て学資を貸与するものです。
●申込期限　４月10日（月）�
◎申し込み・お問い合わせ�
　　　教育委員会総務課　　　　　　a６２－６６１６

交通災害共済・不慮の災害共済��
　平成15年４月１日現在、次の年金給付の受給権を有
する戦没者等の妻（第二十二回特別給付金「い」号）
へ支給されます。
・恩給法による公務扶助料・特例扶助料
・戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金・遺族
　給与金（公務傷病又は勤務関連傷病による死亡を支
　給事由とするもの）
・旧令共済組合特別措置法の殉職年金　等
※平成15年４月１日より上記給付金の請求を受付けし
ておりましたが、期限が平成18年３月31日までとなっ
ています。この日を過ぎると、時効により権利が消滅
しますので、請求忘れのないようお早めに手続をして
下さい。
　なお、今年度から受付しています第８回特別弔慰金
とは異なりますのでご注意ください。
◎お問い合わせ
　　　福祉事務所　　福祉課　a62-1113
　　　または各支所総合福祉課

人口と世帯数
２月28日現在

住民基本台帳による

　総人口　40,529人（ 62人減）
　　男　　19,202人（ 20人減）
　　女　　21,327人（ 42人減）
　 出生 　17人　転入　 22人
　 死亡 　46人　転出　 55人
　世帯数  14,861世帯（11世帯減）

前月比�

戦没者等の妻に対する特別給付金の請求はお済みですか�

　平成17年10月１日に全国一斉に実施された国勢調査

の速報値が、秋田県調査統計課より発表されました。�

その集計結果の概要を速報版としてお知らせします。

※県の集計による速報値のため、後日総務省統計局から

公表される結果と異なる場合があります。

北秋田市

旧鷹巣町

旧合川町

旧森吉町

旧阿仁町

平成17年国勢調査（速報値）

人　口

総　数 男 女
世帯数

40,049

20,808

7,591

7,758�

3,892

18,934

9,778

3,551

3,806�

1,799�

21,115

11,030

4,040

3,952�

2,093

13,669

7,270

2,266

2,723�

1,410

平成17年�

国勢調査�
ご協力ありがとう�
ございました�

平成12年国勢調査（確定値）

人　口

総　数 男 女
世帯数

42,050

21,818

7,983

7,806�

4,443

19,847

10,317

3,773

3,679�

2,078�

22,203

11,501

4,210

4,127�

2,365

13,622

7,338

2,284

2,480�

1,520

▲4.8�

▲4.6�

▲4.9�

▲0.6�

▲12.4

0.3�

▲0.9�

▲0.8�

9.8�

▲7.2

比　　較

増 減 率

人口 世帯

北秋田市奨学生募集�

むし歯のない子（３歳児健診）�
森吉会場　２月15日�

～これからも歯はたいせつに～�

Information　お知らせ�

伊藤ひろなりちゃん（阿仁荒瀬）　辻りょうまちゃん（阿仁水無）

北林　　しのちゃん（米 内 沢）　三上きらりちゃん（本　　城）

吉田　とうまちゃん（川　　井）　辻永じゅんたちゃん（川井松石殿）

※申込用紙は
　教育委員会、各支所
　窓口にあります。
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人のうごき�

藤 原 佳 奈

松 岡 　 陸  

鈴 木 悠 姫

鈴 木 爽 丈

金　優希菜

杉 渕 忠 稀

(　 )
(　 )
(　 )
(　 )
(　 )
(　 )�

南 鷹 巣

今 泉

福 田

鎌 沢

山崎団地

中 道 岱  

長女

長男

長女

長男

二女

長男

甚英

憲仁

哲典

晴彦

則行

忠美

めぐみ

香奈美

宇多子

愛

幸子

祐子

か　　な

りく

ゆ　　き

そ う た

ゆ　き　な

た だ き

２月16日～28日届出分

お誕生おめでとう
　　　　ございます

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

間 嶋 穐 義  

戸 澤 俊 逸  

中 沢 豊 一  

藤 嶋 茂 治  

雁野キミヱ 

福 岡 淳 子  

藤嶋甚五郎 

秋 山 武 雄  

沖 村 政 晴  

金 田 仁 市  

新 田 イ サ  

斎 藤 慶 三  

小笠原　強 

櫻 井 ア キ  

佐 藤 米 吉  

櫻 庭 チ ヨ  

庄司ヤシヱ 

中嶋カチヱ 

松 橋 孝 志  

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん

91

74

83

86

86

69

93

73

45

78

71

81

72

82

91

97

93

80

43

南 鷹 巣   

前 山   

七日市本郷

太 田   

新舟見町 

南 田 中   

木 戸 石

合 川

金 沢

合川摩当

新 田 目

金 沢

松 ヶ 丘

合 川

前田駅前

前田駅前

桂 坂

阿仁笑内

阿仁比立内

小 塚 清 明  

下栃棚　英子

き よ あ き

え い こ

　さん

　さん

堂 ケ 岱

仙 台 市（

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

あきよし　　

しゅんいつ　　

とよいち 　　

し げ じ 　 　

 　

じゅんこ　　 

じんごろう　　

た け お 　 　

まさはる　　 

に い ち 　 　

 　

けいぞう　　 

つよし 　

 　

よねきち　　 

 　

 　

 　

た か し 　 　

お二人の前途を
　　　　祝福します

○
応
急
の
診
察
を
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す
る
人
。�

○
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間
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療
を
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（午後６：３０～９：００）
日
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

曜
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

電話番号
62－1267
62－1155
62－1455
63－2700
62－2261
60－1055
62－2882
63－0515
62－1146
63－0105
62－1101
78－3338
62－1420
62－1400
78－3161
82－2351

医 療 機 関 名
と し ま 医 院
近 藤 医 院
北 秋 中 央 病 院
たむら内科クリニック
津 谷 内 科
うえだクリニック
藤 原 医 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
奈 良 医 院
佐々木産婦人科医院
盛 岡 外 科 医 院
疋田外科内科医院
佐藤外科消化器科医院
石川耳鼻咽喉科医院
合川国民健康保険診療所
阿 仁 病 院

おくやみ申し上げます

　市とＮＨＫ秋田放送局では、合併記念事業としてラジオ番組で
ある「ラジオ深夜便」の放送となる市民とのふれあいの集いを次
により開催します。ふるってご応募くさだい。入場は無料。
●日時　４月21日（金）13：30～15：30（開場　13：00）
●場所　北秋田市文化会館
●内容　・第１部　講演「こころの時代」　�
　　　　・第２部　「アンカーを囲むつどい」�
　　　　　　アンカー～榊　寿之、遠藤ふき子
●申込み・往復はがき（１枚に１名）の往信用裏面と返信用表面に、�
　　　　　①郵便番号②氏名③名前を明記④電話番号
●宛　先　〒010-8501　ＮＨＫ秋田放送局「ラジオ深夜便のつどい」係�
●申込期限　４月３日（月）必着
●放送予定日　５月26日（金）　ラジオ第１　23：20～５：00
　◎お問い合わせ　　ＮＨＫ秋田放送局　a０１８－８２４－８１００
　　　　　　　　　　市役所総合政策課　a６２－６６０６

「ラジオ深夜便のつどい」開催�北秋田市�
合併記念�

※アンカーとは番組
　キャスター（解説者）�

※申込者多数の場合抽選

　２月１日より始まった「阿仁の樹氷」も皆様のご協力により先
月26日に終了しました。この期間悪天候によるゴンドラ運休など
の理由で残念ながら利用できなかった方に対しましては、６月か
ら運行予定の「阿仁のゴンドラで行く・・花の百名山森吉山紀行」
の乗車券として利用できますのでお知らせします。
◎お問い合わせ　森吉山通年観光対策協議会事務局�
　阿仁支所観光振興課 a８２－２１１７　森吉支所産業建設課 a７２－３１１１

「阿仁の樹氷」阿仁ゴンドラ往復乗車引換券未使用者へのお知らせ�
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北秋田市議会議員一般選挙�
投票日は３月26日（日）（告　示）�

３月19日�

■入場券は間もなくお送りします�

　選挙管理委員会では、北秋田市議会議員一般選

挙の投票所入場券を３月16日頃に郵送する予定です。

今回の選挙でも入場券はハガキとし、個人ごとに

お送りします。�

　もし、入場券が届かない場合は、選挙管理委員

会までご連絡ください。�

　投票の際は、入場券を忘れずに持参してください。�

■期日前投票は３月25日まで�

　仕事や用事で投票日当日に投票することができ

ない方は、期日前投票をご利用ください。�

●期日前投票の期間　�

　３月20日（月）～３月25日（土）まで�

●場所　北秋田市役所本庁３階第３会議室�

　　　　　午前８時30分～午後８時まで　　�

　　　　合川支所、森吉支所、前田出張所、�

　　　　阿仁支所　午前８時30分～午後７時まで�

■開票は鷹巣体育館で行います�

　今回の選挙の開票は、投票日当日の午後８時15

分から鷹巣体育館で行います。�

　現在、工事中のため、体育館前の駐車場は関係

者以外使用できません。開票作業を参観される方は、

北秋田地域振興局（北秋田地方総合庁舎）前駐車

場をご利用ください。�

�

�
◎選挙についてのお問い合わせ

　a６２－６６１４
　　　北秋田市選挙管理委員会

この
一票みん

なにできるまちづくりこの
一票みん

なにできるまちづくりこの
一票みん

なにできるまちづくりこの
一票みん

なにできるまちづくり
み ん な で �

�

参 加 �
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